娯楽の 問題に 合わせ、 青年の 問題 も 新しく この 事件 を 

き つ かけと して 人々 の 意識に あらわれて いるので ある _ 

喜 多 氏 は、 常に 独特な 物言いの 人で ある けれども、 

あのよう に 一 般の 関心が その 見解に 集注され ている 場 

合、 学生 を 呼んで 叱りとば した、 というよ うな 素朴な 

態度が 表明され ると、 国民生活の 指導部 長と いう 責任 

の 大きな 肩書に 比べて、 私たち は 極めて 頼りない 感情 

をお ぼえずに いられな いので はなかろう か。 

今日の 社会の 一 つの 様相と して 起った この 事柄の 本 

質 は、 決して 一人の 学生 を牝 りとば した ことで 前進 も 

しなければ 解決 もしまい。 たまの 休日 は 家へ かえって 
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